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万
九
千
社

立
虫
神
社

ま
く
せ
の
や
し
ろ

た
ち
む
し
じ
ん
じ
ゃ

社

報
神
戸
の
郷

か

む

べ

さ

と

第
九
六
号

令
和
七
年
神
在
月

［
発
行
］
十
一
月
吉
日

代
宮
家

（
錦
田
）

よ

こ

や

今
季
の
祭

そ
の
一

万
九
千
さ
ん

ま

ん

く

せ

ん

全
国
で
は
神
無
月
と
よ
ば
れ
る
旧
暦
十

月
を
出
雲
地
方
で
は
神
在
月
と
呼
び
慣
わ

か
み
あ
り
つ
き

し
て
き
ま
し
た
。

日
本
中
の
八
百
万
神
が
出
雲
へ
参
集
さ

や
お
よ
ろ
ず
の
か
み

れ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。

私
た
ち
が
お
祀
り
す
る
万
九
千
社
は
、

神
々
が
神
議
り
の
締
め
く
く
り
と
直
会
を

な
ほ
ら
ひ

催
し
、
明
朝
早
く
に
諸
国
へ
と
お
旅
立
ち

（
神
等
去
出
＝
か
ら
さ
で
）
な
さ
る
と

伝
え
て
き
ま
し
た
。

日
本
中
の
神
様
が
、
私
た
ち
の
住
ま
い

す
る
こ
の
土
地
の
お
宮
へ
と
ご
参
集
に
な

ら
れ
る
こ
と
は
誠
に
尊
く
あ
り
が
た
い
こ

と
で
す
。

皆
様
お
そ
ろ
い
で
お
参
り
下
さ
い
。

一
、
龍
神
祭
、

り

ゅ

う

じ

ん

さ

い

お
忌
み
入
り

い

い

十
二
月
六
日(

土)

早
朝

※
旧
暦
の
十
月
十
七
日

龍

蛇
の
神
さ
ま
を
先
導
役
と
し
八
百

り
ゅ
う
じ
ゃ

万
神
を
斐
伊
川
で
お
迎
え
す
る
祭
で
す
。

古
く
か
ら
、
宮
司
一
人
が
人
知
れ
ず
行

う
秘
儀
と
さ
れ
、
夜
明
け
前
に
斐
伊
川
の

水
辺
で
行
い
ま
す
。

水
辺
で
の
神
事
が
終
わ
る
と
、
宮
司
は

神
籬
（
榊
の
木
）
に
遷
ら
れ
た
神
々
を
万

ひ
も
ろ
ぎ

九
千
社
へ
と
御
案
内
し
ま
す
。
朝
日
が
東

の
空
に
昇
る
頃
、
神
迎
祭
の
祝
詞
を
奏
上

し
、
当
社
は
お
忌
み
の
期
間
に
入
り
ま
す
。

（
写
真
撮
影
・
提
供
＝
古
川
誠
氏
）

一
、
神
在
祭

お
忌
み
さ
ん

い

十
二
月
六
日(

土)

～

十
二
月
十
五
日
（
月
）

※
旧
暦
の
十
月
十
七
日
～
二
十
六
日

毎
日
九
時
～

十
六
時
半
頃

随
時

特
別
祈
祷
、

神
在
み
く
じ
等

日
本
中
の
八
百
万
神
さ
ま
は
、
当
社
に

十
日
間
参
集
し
て
人
々
の
縁
結
び
や
天
下

泰
平
、
五
穀
豊
穣
、
諸
産
業
の
繁
栄
な
ど

生
き
と
し
生
け
る
も
の
に
と
っ
て
大
切
な

事
柄
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
な
さ
る
と
い
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い
ま
す
。

毎
日
お
供
え
物
を
献
じ
、
日
本
と
世
界

の
平
安
と
繁
栄
を
祈
念
す
る
祝
詞
を
奏
上

し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
期
間
に
参
拝
者
の

願
い
に
応
じ
た
特
別
祈
祷
を
行
い
ま
す
。

御
神
酒
も
新
暦
十
月
下
旬
か
ら
旧
暦
十

月
頃
の
期
間
に
限
り
ま
し
て
、
「
か
ら
さ

で
の
梅
酒
」
と
な
り
ま
す
。

古
来
、
神
在
祭
の
こ
と
を
地
元
で
は
「
お

忌
み
さ
ん
」
と
呼
び
ま
し
た
。「
お
忌
み
」

と
は
、
神
々
の
滞
在
や
会
議
を
邪
魔
し
な

い
よ
う
に
、
忌
み
慎
ん
だ
祭
事
や
生
活
を

す
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

一
、
前

夜

祭

十
二
月
十
四
日

（
日
）
※
旧
暦
十
月
二
十
五
日

戸
を
閉
ざ
し
た
社
殿
内
で
宮
司
ほ
か
数

名
が
奉
仕
し
ま
す
。

明
日
の
神
等
去
出
祭
を
前
に
、
宮
司
ほ

か
の
奉
仕
者
が
神
社
に
布
団
を
持
ち
込
ん

で
一
夜
を
過
ご
す
、
「
お
籠
も
り
」
の
神

こ

事
も
行
い
ま
す
。

こ
れ
に
は
、
神
々
の
お
そ
ば
で
忌
み
籠

も

る

こ

と

で

、

心

身

の

清

浄

を

極

め

、

霊

魂

を

鎮

め

る
意
味
が
あ
り
ま
す
。

十
二
月
十
五
日

十
二
月
十
五
日

（（
月)月)

※
旧
暦
十
月
二
十
六
日

一
、
一
、
大

祭

大

祭

・
午
前
九
時

～
正
午
頃

特
別
祈
祷
、

神
在
み
く
じ
等

・

午
後
五
時
～

湯
立
神
楽

ゆ

だ

て

か

ぐ

ら

・

午
後
六
時
～

神
殿
祭

神
等
去
出
神
事

か

ら

さ

で

万
九
千
社
で
最
も
重
要
な
祭
儀
で
す
。

八
年
前
か
ら
、
明
治
初
期
以
来
途
絶
え

て
い
た
湯
立
神
楽
を
復
興
し
ま
し
た
。

こ
の
神
楽
は
、
神
さ
ま
の
旅
立
ち
を
前

に
神
々
と
人
々
の
前
途
、
祭
場
・
祭
員
・

参
拝
者
に
ま
つ
わ
る
全
て
の
モ
ノ
、
コ
ト

を

清

々

し

く

祓

い

清

め

る

も
の
で
す
。

そ

の

後

、

神

殿

祭

を

行

い

、

た

く

さ

ん

の

お

供

え

物

を

し

て

会

議

の

締

め

括

り
と
直
会
（
な

お
ら
い
）
を
な
さ
る
全
国
の
神
さ
ま
を
静

か
に
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

日
没
頃
に
は
、
神
々
に
明
朝
の
旅
立
ち

の
時
が
近
づ
い
た
こ
と
を
お
告
げ
す
る
神

等
去
出
神
事
を
行
い
、
今
後
も
全
国
の
人

々
の
幸
を
お
守
り
い
た
だ
く
べ
く
御
祈
念

し
ま
す
。
こ
の
神
事
が
「
か
ら
さ
で
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
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宮
司
が
社
殿
の
御
扉
を
梅
の
小
枝
で
叩

き
な
が
ら
、
「
お
立
ち
、
お
立
ち
、
お
立

ち
」
と
三
度
唱
え
て
神
事
を
閉
じ
ま
す
。

こ
の
の
ち
は
、
神
の
み
ぞ
知
る
時
間

と
空
間
…
神
々
の
直
会
が
始
ま
り
ま
す
。

な
ほ
ら
ひ

私
た
ち
人
間
は
、
神
々
の
邪
魔
を
し
な
い

よ
う
に
一
斉
に
そ
の
場
か
ら
立
ち
去
ら
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。

夜
中
に
境
内
に
入
っ
た
り
、
の
ぞ
き
見

る
と
神
罰
が
下
る
と
恐
れ
て
き
ま
し
た
。

名
物
！

か
ら
さ
で
そ
ば

（
釜
揚
げ
）

平
成
三
十
年
に
復
活
し
ま
し
た
万
九
千

さ
ん
名
物
、
釜
揚
げ
の
出
雲
そ
ば
…

〔
か
ら
さ
で
そ
ば
〕
出
雲
の
老
舗
、
玉
木

製
麺
、
農
業
に
励
む
出
雲
生
姜
屋
、
農
家

の
糸
賀
充
さ
ん
ほ
か
が
出
店
予
定
で
す
。

今
季
の
祭

そ
の
二

十
二
月
十
六
日(

火)

午
後
三
時
よ
り

一
、
あ
と
ま
つ
り

一
、
立
虫
神
社

新

嘗

祭

に

い

な

め

さ

い

（

し

ん

じ

ょ

う

さ

い

）

万
九
千
社
か
ら
神
々
が
無
事
に
旅
立
た

れ
た
こ
と
を
寿
ぐ
あ
と
ま
つ
り
と
今
年
収

穫
さ
れ
た
お
米
を
は
じ
め
と
す
る
新
穀
を

万
九
千
社
と
立
虫
神
社
の
神
々
に
お
供
え

す
る
新
嘗
祭
を
齋
行
し
ま
す
。

農
業
は
も
と
よ
り
諸
産
業
繁
栄
の
感
謝

を
申
し
上
げ
、
人
々
の
幸
福
と
弥
栄
を
祈

念
し
ま
す
。

※
※
※
お
供
え
、
お
米
当
番
の
方
は
、

午
前
八
時
～
午
後
二
時
ま
で
に
、
神
社
参

集
殿
へ
お
供
え
の
う
え
御
参
拝
下
さ
い
。

神
在
月

特
別
祈
願

[

神
在
み
く
じ]

十
一
月
二
十
日

～
十
二
月
十
六
日

当
社
に
古
来
よ
り
伝
わ
る
稲
作
の
出
来

高
を
占
う
「
お
種
組
」
の
特
殊
神
事
に
則

っ
て
、
出
雲
に
お
集
ま
り
の
八
百
万
神
さ

ま
の
御
前
で
、
祈
願
者
お
一
人
ず
つ
の
明

年
の
幸
福
を
お
祈
り
し
、
吉
兆
（
全
体
運

・
縁
結
・
仕
事
・
学
業
・
色
・
方
角
・
文

字
な
ど
）
を
占
い
ま
す
。
詳
し
く
は
当
社

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。

《
あ
と
が
き
》
▼
猛
暑
を
過
ぎ
、
瞬
く
間
に
秋

の
深
ま
り
を
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。
四
季
折
々
、

先
人
達
は
、
感
謝
と
祈
り
を
捧
げ
る
様
々
な
神
祭

り
と
年
中
行
事
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。
▼
出
雲
の

神
在
祭
は
、
ま
さ
に
晩
秋
か
ら
冬
へ
、
北
西
の
季

節
風
が
吹
き
す
さ
び
、「
お
忌
み
荒
れ
」「
万
九
千

さ
ん
荒
れ
」
と
呼
ば
れ
る
荒
天
の
中
で
行
わ
れ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
厳
し
い
出
雲
の
冬
を
乗
り

越
え
、
ど
う
か
暖
か
な
春
が
来
ま
す
よ
う
に
と
い

う
切
な
る
祈
り
も
込
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

▼
今
年
は
十
二
月
の
神
在
祭
。
心
し
て
八
百
万
神

を
お
迎
え
し
ま
す
。（
文
責

宮
司

錦
田
剛
志
）
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大

切

な

お

知

ら

せ

宗
教
法
人
立
虫
神
社
責
任
役
員
、

氏
子
総
代
の
異
動
に
つ
い
て
（
報
告
）

去
る
令
和
七
年
八
月
十
二
日
、
三
年
の
任

期
満
了
に
伴
う
責
任
役
員[

定
員
五
名
、
う
ち

一
人
は
代
表
役
員
（
宮
司
）]

、
総
代[

定
員

十
二
名]

の
交
代
が
あ
り
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

○
退
任
総
代

矢
野
幹
雄

千
家
二

（
昭
和
５
４
年
８
月
～
令
和
７
年
８
月
）

※
４
６
年
間
奉
務

う
ち
平
成
１
３
年
８
月
～
令
和
４
年

８
月
の
２
１
年
間
は
総
代
長
奉
務

竹
内
浩
二

千
家
三

（
昭
和
６
３
年
１
月
～
令
和
７
年
８
月
）

※
３
７
年
間
奉
務

高
橋
俊
雄

千
家
四

（
令
和
４
年
８
月
～
令
和
７
年
８
月)

※
３
年
間
奉
務

石
田
成
志

神
立N

T

（
令
和
４
年
８
月
～
令
和
７
年
８
月)

※
３
年
間
奉
務

◆
新
体
制
◆

責
任
役
員
・
総
代
長
（
留
任
）

山
根
陽
一

神
立
一

責
任
役
員
・
副
総
代
長
（
留
任
）

（
兼
）
会
計
担
当
総
代

竹
内
房
雄

千
家
三

責
任
役
員
・
総
代
（
留
任
）

矢
野
俊
之

神
立
二

責
任
役
員
・
総
代
（
留
任
）

坪
倉
良
治

千
家
二

総

代

湯
原

稔
（
留
任
）

神
立
三

梶
谷
孝
明
（
留
任
）

神
立
四

今
川
宏
樹
（
留
任
）

神
立
五

大
梶
成
美
※
新
任

神
立N

T

矢
野
秀
樹
（
留
任
）

千
家
一

矢
野
純
一
※
新
任

千
家
二

竹
内

誠
※
新
任

千
家
三

坪
倉
幸
一
※
新
任

千
家
四

退
任
者
の
方
に
は
、
神
社
の
護
持
運
営

に
格
別
の
御
尽
力
を
賜
り
ま
し
た
。

と
り
わ
け
、
矢
野
幹
雄
様
、
竹
内
浩
二

様
に
は
、
役
員
、
総
代
の
重
責
を
数
十
年

に
わ
た
っ
て
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
昭
和
、
平
成
の
立
虫
神
社
の

二
度
の
御
遷
宮
と
平
成
三
〇
年
の
幣
殿
拝

殿
改
築
事
業
、
万
九
千
社
の
平
成
の
御
遷

宮
、
「
令
和
の
森
づ
く
り
」
事
業
の
着
手

・
推
進
な
ど
、
歴
史
に
残
る
大
事
業
を
氏

子
の
気
持
ち
を
と
り
ま
と
め
、
様
々
な
ご

苦
労
の
中
で
成
功
に
導
い
て
下
さ
い
ま
し

た
。長

年
の
御
奉
仕
に
改
め
ま
し
て
深
く
感

謝
申
し
上
げ
、
そ
の
一
途
な
お
姿
に
心
か

ら
の
敬
意
を
表
し
ま
す
。

こ
の
度
、
御
退
任
な
さ
る
皆
様
方
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
新
た
に
総
代
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
大
梶
成
美
様
、
矢
野
純
一
様
、
竹
内
誠

様
、
坪
倉
幸
一
様
に
は
、
お
世
話
に
な
る

こ
と
ば
か
り
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
鎮
守

の
森
と
祭
儀
を
護
り
、
次
世
代
に
弛
む
こ

と
な
く
継
承
す
べ
く
一
層
の
御
理
解
と
御

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。


